【在籍院生のかたへ：RAとTAの意味：大学院校旗博士課程の指導方針に関連させての説明】
この小論では、大学院博士後期課程の指導方針の説明（とくにRA＆TA関連の部分）をします。
大学院博士後期課程では何を目標に指導をしているのでしょうか。
もちろん、第一目標は、学会に貢献するよい研究をしてもらって博士論文を完成させることです。
しかし、第二目標、第三目標も知っておくべきです。
第二目標は、人材育成です。博士後期課程では、研究者および指導的な高度専門職業人を養成します。指導的な高度専門職業人は、多くの場合、後進指導にあたる人材ですので結局、人材養成できる人材を養成するということが目標になります。
とすると、樫田研究室での博士後期課程院生の養成方針のなかには、ほぼ自動的に、幅広い質的調査の指導ができる人材の養成、という目標が入ってくることになります。
つまり、インタビューや参与観察やビデオ分析などをつかって、修論を書きたい看護研究をしたい、福祉研究をしたい、という大学院生や若手看護職員や若手ソーシャルワーカーを指導できる人材を養成するという目標が入ってくることになります。
そして、この目標と、TAやRAの業務は深く結びついています。TAやRAの業務は、つまり、将来の指導者になるための実地訓練であると思って下さい。

TA本人の博士論文のためだけに、TAがあるのではありません。
はばひろく、質的社会学的調査を指導できる人材を養成するためにTAやRAがあることを踏まえて、業務のなかで研鑽を積みましょう。
なお、第３の目標は、研究科（徳島大学の場合は、総合科学教育部）全体として日本の研究を発展させることです。教育部は教育組織であると同時に、大学院でもありますから、研究活動を行う組織でもあります。
そういう活動の一環として、院生指導もあるということです。
このぶぶん、念のために書いておきました。
